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あらまし: 現在，歌唱教育での歌唱に対する評価や指導は，主に指導者の主観によって行われている．指導者の主観によ
るため，同じ歌唱に対しても指導者ごとに評価や指導が異なるうえ，評価や指導には抽象的な言語表現が用いられてい
る．これらに対し，歌唱データを分析することにより出現する特徴量から定量的な評価を試みる研究や，評価と指導に
用いられる言語表現の抽出・分類を行う研究などがなされている．歌唱教育の効率化と研究の促進を目指し，歌唱デー
タの扱いやすさを向上させるため，歌唱データとそれらに付随する情報を一元管理するデータベースを構築した．
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1. はじめに
歌唱教育における声楽の初学者に対する研究として，
吉田らの初学者の歌声評価に適した評価指標に関する
研究 (1)，西澤らの歌唱時の呼吸情報の活用に関する研
究 (2)，池田らの声楽の教育の評価や指導に用いられる
抽象的な表現に関する研究 (3)，上村らの歌声の成長を
表す言語表現と歌声の評価指標である音響特徴量の関
係性に関する研究 (4) がある．これらの研究に用いられ
る音声データは，Google Driveに保存されている．音
声データは，2016年から 2021年の間，学習者 23名の
700 以上のデータが収集されている．音声データは学
習者の担当指導者の名前毎にフォルダ分けされ保存，そ
れより下位の階層は指導者によってフォルダやファイ
ルの命名規則は異なる．音声データは基本的に指導者，
録音日，歌唱曲の順にフォルダ分けされているデータが
多く，歌唱者の学年や歌唱パートなどでは整理されてい
ない．研究や教育のための評価や指導で，学習者の経年
変化を追うために同じ学習者の音声データを複数参照
したり，異なる学習者間での歌唱データの比較をする際
に，現在のような Google Driveによるデータ管理方法
では，対象となるデータを検索するための解析者や指導
者の負担が大きい．
この問題に対し，清水らは録音した音声データを蓄
積・解析し，解析結果の可視化や指導者による評価，過
去の音声データとの比較などを可能にするデータベー
スの構築 (5) を試みていたが，音声データの検索や解析
機能の実装，歌唱データと池田ら (3) が抽出・分類した
印象評価語との関連付けには至っていない．

2. 研究目的
本研究の目的は，学習者と指導者間における効率的な
学習環境と，解析者の歌唱の研究の促進に寄与するデー
タベースを構築することである．本データベースを通
して，学習者は自身の歌唱に対して評価・指導を受けら

れることに加え，自身の過去の歌唱の振り返り，過去の
歌唱との比較が可能である．指導者は学習者の経年変
化や複数の学習者の歌唱の確認・管理の手間が簡略化さ
れることで，学習者と指導者間における学習の効率化を
図ることが可能である．また解析者は，解析したいデー
タを容易に検索，取得でき，確立された解析方法や解析
アルゴリズムは，本システム内で歌唱データに対し自動
で解析を行うことで，研究の促進を図ることが可能で
ある．

図 1 本データベースの中心となるクラスの関連を表
したクラス図

3. システム概要
本データベースは，コンテンツ管理システムである

Plone を用いて，Web アプリケーションとして構築
を行う．データベースの設計において，中心のクラス
となる歌唱者（Singer），課題曲（Song），歌唱データ
（SingingData）のデータ構造を図 1 に示す．先行研究
のデータベース設計 (5) を基に変更を加え，歌唱者クラ
スには学習者とプロの歌唱者を区別しての登録，課題曲
クラスには調や BPM，カテゴリーの属性の追加，歌唱
データクラスには歌唱時の動画，録音機器，録音場所の
属性の追加が可能となるように変更した．これにより，
プロの歌唱者の歌唱の解析や学習者との比較，課題曲
の属性，録音機器，録音場所での歌唱データの分類・比
較，歌唱時の姿勢の確認を可能にする．
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図 2 データベースのインターフェイス概要

図 3 歌唱データのページ

4. システム構築
新たなデータ構造を基に，実際にデータベースの構築
を行った．本データベースのインターフェイス概要を
図 2に示す．歌唱データフォルダビューでは，音声デー
タ・歌唱者・課題曲などの情報をまとめたデータを歌唱
データとして登録し，それらのデータを検索，閲覧する
ことが可能である．歌唱データの検索と絞り込みには，
歌唱者名，課題曲名，歌唱パート，録音日などによる検
索と絞り込みが可能である．歌唱データビューは，図 3

で示すように，歌唱データの音声データと動画データ
の再生，歌唱データに対する解析データ・評価，同じ歌
唱者のデータや同じ課題曲のデータなどの関連する歌
唱データを参照できる．解析データや評価は歌唱デー
タに関連している状態で追加することが可能で，歌唱
データに対する解析データや評価の閲覧が容易である．
評価は，評価者のコメントや印象評価語を追加すること
が可能である．
解析データは任意の区間に関する解析データを追加
することができ，解析データビュー（図 4）では歌唱時
の顔と姿勢の動画，その区間の音響特徴量を可視化した
グラフ，計測した場合は呼吸情報を可視化したグラフ
が表示される．図 4 左下が呼吸情報のグラフ，右下が
解析データ追加時に指定した任意の区間の音響特徴量
のグラフである．西澤ら (2) は，呼吸情報の取得ととも

に，他の身体制御同期情報との考察の観点から，顔およ
び姿勢を動画で撮影していた．呼吸情報のグラフと録
画した映像とを同期して再生することで呼吸情報の活
用のための考察が進み，研究が促進されると考え，解析
データビューではこれらの同期再生を可能にした．

図 4 左下に呼吸情報，右下に音響特徴量を可視化し
た解析データのページ

5. まとめ
本稿では，歌唱学習の効率化と歌声の研究の促進を

目指し，歌唱データをメタデータと共に一元管理する
データベースを構築した．歌唱データを蓄積し，それら
のメタデータから歌唱データを検索・比較が可能となっ
た．また，システム内で歌唱データを解析し，その結果
の可視化が可能となった．しかし，実装した歌唱データ
ビュー（図 3）では，ページ内で扱える歌唱データは一
つのデータに留まり，複数の音声データを同一のページ
内で比較することや，解析データの比較，複数の解析結
果の集計，可視化をすることはできない．
今後の方針として，本システムによる歌唱学習の効率

化と歌声の研究の促進について評価を行っていく．
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